
行田花手水week及び希望の光
～官民連携による地域一体でのおもてなし～

行田市
（一社）行田おもてなし観光局



手水舎に見たてた水鉢に花を浮かべたもの

行田花手水
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「コロナ禍での参拝者に癒しを」との行田八幡神社の想い

行田花手水の始まり
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全国初「商店街に花手水」
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• 全国初、商店街との花手水のマッチング
• 入店ハードルが下がり、商売への好影響



まちなかに広がる花手水
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八幡通り

約10軒からスタートした『行田花手水week』参加者は、現在約100軒

現在は約100軒！



• 毎月一夜、約100箇所の花手水をライトアップ
• 忍城と行田八幡神社等のライトアップ、和傘や竹燈籠でおもてなし

ライトアップ「希望の光」への展開
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持続可能な仕組み
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• 行田おもてなし観光局が水鉢を貸与する一方、花代は参加者負担に
• 花と一緒に商品等を飾る工夫



地域完結の仕組み

• 市内花屋で調達することで、イベント開催費が地域内に循環
• オール行田によるイベント開催で、ノウハウが地域内に蓄積 7



特別支援学校の生徒達が演出参加することで、小さな成功体験の場にも
参加者層が厚くなり、花手水をきっかけとした繋がりが拡大

新たな展開
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ご清聴ありがとうございました

行田市長 行田邦子

行田花手水week及び希望の光 ～官民連携による地域一体でのおもてなし～
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